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9月議案概要 9月議案概要

放課後児童クラブ放課後児童クラブ
支援員の要件を緩和しました支援員の要件を緩和しました

　
9
月
定
例
会
は
、
9
月
4
日
か
ら
9
月
19
日
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
平
成

29
年
度
決
算
認
定
を
除
く
14
議
案
は
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
町
民
か
ら
出
さ
れ
た
陳
情

1
件
を
、
趣
旨
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
で

は
、
13
人
の
議
員
が
町
政
に
対
し
質
問
し
ま
し
た
。

陳
情
陳
情
（
抜
粋
）

（
抜
粋
）

〈9月定例会〉議案一覧及び審議結果
議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果
人
事

第44号
議案

全会
一致 同意教育委員会の委員の任命について

・教育委員会の委員の田井文子氏の任期が平成30年9月30日で満了となるが、同氏を再任命する。

第47号
議案

全会
一致

原案
可決

平成30年度伊奈町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
・歳入歳出各10,675千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各990,751千円とする。主なものとして歳
入では繰越金の増額など、歳出では職員人件費の増額など。

第48号
議案

全会
一致

原案
可決

平成30年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）
・歳入歳出各3,350千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各156,052千円とする。歳入では一般会計
繰入金の減額、繰越金の増額、歳出では職員人件費の減額。

第50号
議案

全会
一致

原案
可決

平成30年度伊奈町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
・歳入歳出各864千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各389,489千円とする。歳入では繰越金の増
額、歳出では後期高齢者保険料等納付金の増額。

補
正
予
算

第45号
議案

全会
一致

原案
可決

平成30年度伊奈町一般会計補正予算（第3号）
・歳入歳出各223,971千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各11,602,859千円とする。主なものと
して歳入では繰越金、学校施設環境改善交付金の増額など、歳出では財政基金積立の増額、国民健康
保険特別会計操出金の減額など。

第46号
議案

全会
一致

原案
可決

平成30年度伊奈町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
・歳入歳出各255,860千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各4,362,699千円とする。主なものとし
て歳入では繰越金の増額、一般会計繰入金の減額など、歳出では国民健康保険財政調整基金積立金の
増額など。

第49号
議案

全会
一致

原案
可決

平成30年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第1号）
・歳入歳出各82,680千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各2,428,396千円とする。主なものとして
歳入では繰越金の増額など、歳出では介護給付費支払基金積立、介護給付費返還金の増額など。

町
長
提
出
議
案

決
算

町
長
提
出
議
案

認定第1号 平成29年度伊奈町一般会計歳入歳出決算認定について
平成29年度伊奈町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度伊奈町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度伊奈町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度伊奈町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度伊奈町水道事業会計決算認定について

認定第2号
認定第3号
認定第4号
認定第5号
認定第6号
認定第7号

以下の議案は決算特別委員会を設けての継続審査となりました（13ページ参照）

（全会一致につき議員ごとの賛否の表示は省略します）

〈9月定例会〉議案一覧及び審議結果

第51号
議案

全会
一致

原案
可決

平成30年度伊奈町水道事業会計補正予算（第1号）
・水道事業収益は営業外収益を5,345千円減額して1,090,236千円とし、水道事業費用は営業費用
16,421千円減額して1,016,380千円とする。

町
長
提
出
議
案

議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

条
例

陳
情

第54号
議案

全会
一致

原案
可決

伊奈町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・放課後等児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める省令が改正され、また町の基準条
例の取り扱いを見直したことに伴うもの。放課後児童クラブの支援員の要件の見直し。

第55号
議案

全会
一致

原案
可決

伊奈町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・介護保険法施行規則の改正に伴うもの。主任介護支援専門員の要件を改める。

第1号 全会
一致

趣旨
採択

「議会だより」の配布方法に関する陳情
・「議会だより」を、全世帯・全町民に配布すること、そのための配布方法を検討すること。

第52号
議案

全会
一致

原案
可決

伊奈町災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例
・災害派遣手当等の取扱いを明確にするもの。災害派遣手当等の支給対象に、大規模災害からの復興
に関する法律に基づく災害派遣手当及び新型インフルエンザ等特別措置法に基づく新型インフルエン
ザ等緊急派遣手当を追加する。

第53号
議案

全会
一致

原案
可決

伊奈町税条例等の一部を改正する条例
・地方税法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴うもの。資本金1億円超の法人に電子申告が
義務付けられること、障害者、未成年者、寡婦（夫）に対する非課税措置の合計所得金額の上限を10
万円引上げること、たばこ税に「加熱式たばこ」の区分を設け課税方法を見直すことなど。

第56号
議案

全会
一致

原案
可決

伊奈町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例
・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準が改正されたことに伴うもの。
病床を有する診療所を開設している者についても指定を受けることができること、訪問介護員の条件
が緩和されることなど。

第57号
議案

全会
一致

原案
可決

伊奈町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法にか関する基準が改正されたことに伴うもの。認知
症を定義する条項の整理。

（
主
旨
）

　「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議
会
全
体
及
び
議
員
個
々

の
活
動
状
況
を
町
民
に
報
告
、
周
知
す
る
方
法
と
し

て
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

伊
奈
町
の
全
世
帯
、
町
民
に
漏
れ
な
く
配
布
さ
れ
て

い
る
か
。
議
会
は
、
「
議
会
だ
よ
り
」
を
作
成
す
る

だ
け
で
な
く
、
全
世
帯
・
町
民
に
配
布
さ
れ
て
い
る

こ
と
ま
で
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
。

（
理
由
）

　「
議
会
だ
よ
り
」
を
他
の
配
布
物
と
同
時
に
配
布

す
る
こ
と
は
、
配
布
コ
ス
ト
を
考
慮
し
て
妥
当
な
方

法
と
考
え
ら
れ
る
が
、
全
世
帯
・
町
民
に
配
布
さ
れ

て
い
な
い
状
況
は
な
く
す
べ
き
だ
。
こ
れ
を
改
善
す

る
方
法
と
し
て
、
郵
便
や
宅
配
等
々
を
利
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　陳
情
人

　南
野

　脩

　願
い
出
て
い
る
こ
と
の
趣
旨
・
内
容
は
十

分
に
理
解
で
き
る
が
、
財
政
事
情
等
か
ら
当

分
の
間
は
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
な

ど
に
、
便
宜
的
に
「
趣
旨
に
は
賛
成
で
あ
る
」

と
い
う
意
味
の
議
決
を
す
る
こ
と
。

　放課後児童クラブの支援員の要件に、「５年以上放課後児童健全育成事業
に従事した者であって、市町村長が適当と認めたもの」が追加されました。
資格のいらない補助員で経験を重ねれば、支援員になることが可能です。

（写真は、小針第2児童クラブ）

「
議
会
だ
よ
り
」
の
配
布
方
法
に
関
す
る
陳
情

用
語
解
説

※
趣
旨
採
択

※
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町
議
会
で
は
、
議
員
活
動
の
資
質
向
上
を
ね
ら
い
と
し
、
各
会
派
で
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を

視
察
調
査
し
た
り
、
様
々
な
研
修
を
行
う
な
ど
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究

所
で
の
議
員
研
修

　
全
国
2
3
9
人
の
議
員
が

参
加
す
る
研
修
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
生

涯
現
役
社
会
の
条
件
」、「
地

方
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
と

地
域
づ
く
り
」、「
変
化
す
る

地
方
行
政
と
そ
の
対
応
」、

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
に

向
け
て
」
の
４
つ
。
講
師
の

経
験
と
分
析
を
基
に
と
て
も

濃
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

伊
奈
町
に
当
て
は
め
、
考
察

し
直
し
、
議
会
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
小
さ
な
駅
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
か
ら
学
ぶ

　
２
日
目
の
午
後
は
、
長
浜

市
役
所
に
て
、
長
浜
市
の
南

の
玄
関
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ
田
村

駅
を
中
心
と
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
計
画
を
中
心
に
多
岐

に
渡
り
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
は
「
駅
舎
の

改
築
」、「
駅
前
広
場
の
整
備
」、

「
都
市
計
画
道
路
の
整
備
」、

「
住
宅
地
の
整
備
」、「
民
間
開

発
の
促
進
」、「
産
・
官
・
学
連

携
に
よ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
、
視
察
か
ら

伊
奈
町
の
様
々
な
課
題
と
可

能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
活
か
し
、
研
究

し
て
議
会
活
動
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
地
方
行
政
の
将
来
を
学
ぶ

・
長
浜
市
の
街
づ
く
り
を
学
ぶ

視
察
地
　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
滋
賀
県
大
津
市
）

　
　
　
　
滋
賀
県
長
浜
市

視
察
日
　
平
成
30
年
8
月
２
〜
４
日

会

　派
　
公
明
党
、
リ
ベ
ラ
ル
ク
ラ
ブ
、
清
風
ク
ラ
ブ

　
豊
明
市
は
、
愛
知
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
あ
る
名
古
屋
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
す
。
人
口

6
8
8
0
2
人
、
高
齢
化
率

は
25
・
2
％
。
後
期
高
齢
者

人
口
が
著
し
く
増
加
し
、
独

居
高
齢
者
の
増
加
や
医
療
介

護
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

要
支
援
者
の
一
年
後
は
、
要

支
援
1
の
人
の
57
％
が
重
度

化
し
、
27
％
は
要
介
護
と
な

り
、
要
支
援
2
の
人
の
28
％

が
要
介
護
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
険
外
サ
ー
ビ
ス

創
出
の
取
組
み
を
行
い
ま
し

た
。
①
市
外
温
泉
か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
②
買
っ
た
商
品
を

無
料
配
送
す
る
ス
ー
パ
ー
③

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用

し
た
体
操
教
室
④
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
健
康
講
座

等
、
民
間
企
業
12
社
と
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
自
立
支
援
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

　
南
知
多
町
は
「
ミ
ー
ナ
の

恵
み
」
も
ぎ
た
て
み
か
ん
酒

を
独
自
ブ
ラ
ン
ド
化
に
発
展

さ
せ
、
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度

や
、
「
南
知
多
も
ぎ
た
て
み

か
ん
酒
及
び
知
多
産
の
日
本

酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」

を
施
行
し
ま
し
た
。
伊
奈
町

で
も
、
開
発
し
た
商
品
を
今

後
ブ
ラ
ン
ド
化
に
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

公
的
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　創
出
・
活
用
促
進

視
察
地
　
愛
知
県
豊
明
市
・
南
知
多
町

視
察
日
　
平
成
30
年
7
月
17
・
18
日

会

　派
　
新
政
伊
奈
、
無
所
属
の
会

南知多町のブランド化について知見を広めました

全国各地から地方議員が集まり、真剣に受講しました

※インクルーシブ社会とは
　誰も切り捨てない、一人一人を尊重する社会

第7回議会報告会第7回議会報告会
11月17日㈯

午前10時～12時
役場３階 第１会議室
午前10時～12時
役場３階 第１会議室

11月17日㈯11月17日㈯

FAX 048-723-6067議会事務局 電話 048-721-2111㈹
問合せ

議会事務局 電話 048-721-2111㈹
FAX 048-723-6067

問合せ

議会事務局 電話 048-721-2111㈹

議会に関する質問を事前に受け付けます。
議会事務局に持参または、FAXにて
11月８日㈭までにお寄せください。

（質問は当日も受け付けます）

議会に関する質問を事前に受け付けます。
議会事務局に持参または、FAXにて
11月８日㈭までにお寄せください。

（質問は当日も受け付けます）

※


